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らん

一栃
波
庄
太
郎
に
つ
い
て

亭だより
福寺 0六日浩嗅住職に依●講話

太田浩史さん 熱心に耳を傾ける光寿会員

7月 のらんじょ浮世亭は、16日 に開催され、南砺市大窪け 端)の大福寺住職・太田浩史氏をお迎えし、

頼成の妙好人 と題して講話をいただきました。

話
さ
れ
る
太
口
住
職

栃
波
庄
太
郎
は
，
本
名
を
坂
束
恙
兵
衛
と

云
い
、
人
保
５
年
ｌ
ｏ
月

（１
８
３
４
）
に

栃
波
郡
般
着
村
夫
字
頼
茂
の
坂
束
太
郎
兵
衛

（塊
当
主
は
宏

一
さ
ん
）
の
ュ
男
と
し
て
生

ま
れ
、
２
２
歳
で
京
都
に
上
り
、
安
政
、
え

治
と
二
皮
に
二
る
束
本
願
キ
の
両
堂
焼
失
の

再
定
に
多
大
な
る
尽
力
を
し
た
。

生
涯
姜
帝
せ
ず
、
栃
波
詰
所
の
主
人
で

し
た
の
で
人
嗜
ん
で
，
栃
波
庄
太
郎
。

炒
好
人
と
は
、
浄
上
間
の
言
葉
で
、
篤
佑

行
逍
の
人
を
意
味
し
ま
す
。
数
多
く
の

奸
人
が
革
出
し
た
ヤ
で
庄
太
郎
は
例
外
中
の

例
外
で
、
篤
佑
若
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、

と
言
っ
て
も
明
治
の
商
堂
暮
定
と
云
う
夫

業
に
あ
た
っ
て
は
、
二
十
余
り
の
諸
国
詰

の
触
頭
，
つ
ま
り
は
ネ
仕
団
門
徒
の
現

督
と
し
て
ま
さ
に
工
事
現
場
に
お
け
る
十

役
者
の
観
が
あ
り
ま
し
た
。

庄
太
郎
の
考
え
ガ

・
言
素
に
は

「我
が
家
の
主
人
は
阿
弥

陀
様
な
り
、
我
が
身
は
各
頭
と
ヽ
得
よ
」
「裁
が
家
に
仏
壇

が
あ
る
と
思
う
な
、
仏
様
の
家
に
住
ま
わ
せ
て
貰

っ
て
い
る

と
思
え
」
な
ど
が
あ
り
、
工
に
信
心
に
生
き
た
と
ヤ
せ
ま
し

よ
つヽ
。

明
治
３
６
年
６
月
、
庄
太
郎
７
１
歳
の
時
に
、
本
出
の
財

務
整
理
の
た
め
北
陸
ふ
財
に
随
行
の
途
中
１
２
日
金
沢
に
て

分
病
。
１
６
日
病
を
お
し
て
丼
波
別
院
に
て
所
月
を
済
ま
せ
、

２
１
ロ
タ
刻
繰
者
の
家
で
往
生
。
２
３
日
生
家
で
あ
る
坂
束

家
に
て
葬
儀
。
参
列
オ
は
十
余
人
で
あ
つ
た
と
云
う
。 会見学として 砺波市埋蔵文化センター

次回は8月 20日 (木 )10時開催

砺波民具展示室   見学します


